
14

東京工科大学　実践研究推進課　https://www.teu.ac.jp/karl/
〒 192-0982　東京都八王子市片倉町 1404-1

Copyright 2022 Katayanagi Advanced Research Laboratories All rights reserved.

KEYWORDS

14

地
球
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー

ス
マ
ー
ト
社
会

健
康
社
会

教
育
・
学
習
支
援

快
適
生
活

文
化
・
芸
術

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
社
会

01

02

CMCは、今後利用が拡大する材料ですが、

信頼性を保障する検査技術が確立されてい

ません。様々な材料を対象として行われて

いる非破壊検査技術をCMCへ適用する方

法並びにCMC用の新たな非破壊検査技術

の構築を目指しています。

既存の検査手法では得ることのできない損傷の

検出方法の構築を目指しています。特に、高温

下での過酷な環境で使用される航空機エンジン

用CMCでは使用時に物理的な損傷と化学的な

損傷が同時に生じます。この損傷過程は極めて

複雑であり、損傷機構の解明と損傷により発生す

るCMC自体の劣化現象及びその力学特性に及

ぼす影響を調べています。また、これらの損傷を

容易に判定するための検出原理と検出原理の実

際の検査方法への適用を検討しています。

非破壊検査の選択技術

CMCの新しい原理に基づく検査手法

ＣＭＣの信頼性保証技術の開発

CMCの信頼性保証はCMCを安全安心に使うために非常に重要です。信頼性を保証す
るために必要な非破壊検査技術、複数の検査手法を併用し、統計処理やAI等を利用し
て最終的なCMCの要求性能を満足する保証方法、将来の必要になる新たな検査手法
の研究を行なっています。
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